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1. はじめに
r 日台大辞典』は、1907年に台湾で出版された、日本語と台湾甜の対訳辞掛 ＇である。当
時の台湾は、いわゆる日本統治時代で、日本人と台湾人の言語疎通のため、台湾総督府によ
って大規模な日本語教育が行われていた。そのような中で本辞嘗は、当時学務部編集事務嘱
託であった小川尚義 2 を中心に絹纂され、見出し話にして42186語もの日本語を採録してい
る。これは当時出版された日台の対訳辞柑（未完のものは除く）としては最大の規模であり、
日本国内で出版された国語辞杏と比べても、引けを取らない規模である。
ところで本辞嘗には、「アイヤイガサ（相相傘）」 「アリヤケ（有明）」「イヤイ（居合）」と
いった見出し！吾が見られる。これらは、共通語の語形なら「アイアイガサ（相相傘）j「アリ
アケ（有明）」「イアイ（居合）」となるぺきものであふなぜこのような共通語の語形とは
異なる語形 が採録されたのだろうか。また、これらの語形は、何に基づくものであるのだろ
うか。本税では、それら のことについて、考察を行う。
2 共通語の「ア」が「ヤ」になる現象
「日台大辞典Jには、前掲の「アイヤイガサ（相相傘）」「アリヤケ（有明）」「イヤイ（居合）」
以外にも、「キキャワセル（［り合）」 「クミヤイ（組合）」「ムキャウ（向合）」など、共通語形
とは異なる語形 だと考えら れる語が多く見られる。本節では、そのような共通語形とは異な
る語形の器の抽出を行いたい。
「日台大辞典」は、編纂時に5冊の先行辞由を参考にしている。そのことは、「本杏編築之
傾末」において、次のように述べられている（下線は箪者）。
l 台湾総督府が出版した辞書は「日台小字典J (1898)、「日台大辞典J (1907)、「日台小辞典」(1908)、
「台日大辞典」(1931-32)、「台日小辞典』(1932)、「新訂日台大辞典上巻J (1938)の6冊である。「新
訂日台大辞典」の下巻は、日中戦争の影響により発行されなかった。なお、r新訂日台大辞典jは「日
台大辞典」の改訂版で、上巻には「ア」から「シ」までの50500語あまりの日本栢が採録されている。
2 その後、1901（明治34)年に台湾絵督府椙集官に就任した。
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•…• 日本栢台帳作成ノ目的ヲ以テ、先ヅ、紙牌数万枚ヲ作＇）、大槻氏ノ「旦並」ヲ始トシ、
藤井、草野両氏ノ「帝国大辞典」、 「ヘポン」氏ノ「語林染成」等二採錢セル語ヲ基礎卜
シ、尚ホ物集氏ノ「日本大辞林」、及ピ、落合氏ノ「ことばの泉」、等ヲ参酌シテ、古語、
戒ハ特種ノ語ヲ除キ、将通ノ談話、文章二使用スル日本語約五万ヲ択ピ、一々之ヲ紙牌
二上セ、語詞ノ排列ヲ発音的仮名ノ顛序二改メテ、再ピ之ヲ別冊二謄写シ、 愛二日本語
台帳ノ作成ヲ終レリ（後略） （「本書絹纂之顛末」p2)
以上の記述から、「日台大辞典」には、「和英語林集成J (1886) 3、「哲海」(1889-1891)、「日
本大辞林」(1894)、 r帝国大辞典」(1896)、「ことばのいづみJ (1900)の5冊の先行辞世を参
考にし、古詣、特種な語を除いて、普通の談話、文宰に使用する日本語を採録するというカ
針があったことが分かる。5冊の先行辞嘗の採録語は、各辞世の「凡例」や「例言」など4
によると、r召海」では当時の共通語、残りの4冊では当時の共通語のほか、古語、俗語など
となっている。
上記の「アイヤイガサ（相相傘）」「アリヤケ（有明）」「イヤイ（居合）」「キキャウセル（間合）」
「クミヤイ（組合）」「ムキャウ（向合）」などの語は、5冊の先行辞世には見られず、当時の
3 『和英請林集成Jは、初版が1867年、第二版が1印グF、卯三版が1886年の発行である。「本宙組纂
之顛末」に「日台大辞典」が参考にした版についての記述はなく、管見の限りでは、その他の資
料や先行研究においても、そのような記述は見られない。しかしながら｀「日台大辞典Jの採録語
には、「和英栢林集成Jを除いた先行辞密には見られず、「和英話林集成」においても第三版にし
か見られない肝がある。それは例えば、「アカッチャケタ（赤茶）」、 「イヌル（往）」、「オオイサ（大）」
などの開である。また、それらの語では、両辞術に挙げられている用例も似ている。例えば、 「イ
ヌル（往）」という甜は、「日台大辞典」には 「一六月」の用例が拳げられて、「和英語林集成Jに
はfinuru toshi no go gwatsu」の用例がある。これらの91 fから、「日台大辞典」が参考にしたの
は第三版であると考えられる。よって、本稿では、「和英栢林集成Jは第三版を使用することとする。
＇ 「習悔」は、「本柑編纂ノ大意」に、「此書ハ、日本晋通絹ノ辞街ナリ。凡ソ、晋通辞掛ノ体例ハ、i'J．ラ、
其国若通ノ単栢、若シクハ、熟語（二三語シテ、別ニ一義ヲ成スモノ）ヲ卒ゲテ、地名人名等ノ
固有名称、或ハ、高j/,jナル学術専門ノ語ノ如キヲパ収メズ、（後略）」とあり、採錢栢は当時の共
通栢と考えられるものである。
「日本大辞林Jは、「例百Jに、「本杏1ふ古言、今言、雅酋、（谷言をはじめて、方言、訛目をもを
さめ、澳栢、洋語のたぐひも、国栢のごとくなりたる1よをさめたり。（後略）」とある。
「帝国大辞典」は、「例言」に、「本辞典は和漢古今の雅首俗栢を網羅し詳組なる鮮釈をおしたるも
のにして邦人日常座右の宝たらしめんことを力めたり」とある。
rことばのいづみ」は、「凡例」に、「本舟は、採集せる語の範囲、極めて広し。抒通9§は｀勿論、古語、
俗揺方甘、訛百、閲師、忌阿、枕詞、句、又、専門栢の普通に用ゐらるるもの、又、漢語、および、
猜外国語の、廿通栢となれるもの、その他、人名、柑名、地名、および、天只、宮殿、年号、山陵、
神社、仏開中の固1.「名歴）にいたるまで、大かた、もらさず。」とある。
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共通語とは考えがたい語形のものである。 これらは、「あひあひがさ（相相傘）」「ありあけ（有
明）」「ゐあひ（居合）」「ききあはせる（聞合）」「くみあひ（組合）」「むきあふ（向合）」という、
先行辞梢にも採録されている共通語の、「ア」が「ヤ」になったものである
・
。 このように、
「日台』には、 共通語の「ア」が「ヤ」になっている語が見られる。 それをまとめると、 表
1のようになる。 共通語との違いを示すために、5冊の先行辞苔の見出し語を横に挙げている。
表l
「日台大辞典」 5冊の先行辞柑 「日台大辞典J 5冊の先行辞杏
の見出し語 の見出し語 の見出し語 の見出し語
1アイ筏イガサ（相相傘） あひあひがさ（相合傘） 2アリ器ケ（有明） ありあけ（有明）
3イ肘イ（居合） ゐあひ（居合） 4イ領イヌキ（居合抜） ゐあひぬき（居合抜）
5イロ器イ（色合） いろあひ（色合） 6オリ碍イ（居合） をりあひ（居合）
7オリ盃ウ（居合） をりあふ（居合） 8カミ器ウ（噛合） かみあふ（噛合）
9キキ器ヮ七ル（聞合） ききあはせる（間合） 10キ肘イ（気合） きあひ（気合）
11クイ肘ワセ （食合） くひあはせ（食合） 12クミ阻イ（組合） くみあひ（組合）
13クミ団ウ（組合） くみあふ（組合） 14ケ祗ィ（蹴合） けあひ（蹴合）
15ケ器ウ（蹴合） けあふ（蹴合） 16シ討イ（仕合） しあひ（試合、仕合｝
17シ肘ウ（為合） しあふ（為合、試合、仕合） 18シ肘ヮセ（仕合） しあはせ （仕合、幸）
19チ肘イ（血合） ちあひ（血合） 20テ爵イ（手合） てあひ（手合）
21デ器ウ（出合） であふ（出合、 出会） 22ハタシ民イ（果合） はたしあひ（果合）
23バ臣イ（場合） ばあひ（場合） 24 1:::キ扇イ（引合） ひきあひ（引合）
25ヒキ爵ウ（引合）（自） ひきあふ（引合） 26ヒキ役ウ（引合）（他） ひきあふ（引合）
刀ヒキ岳ワセ（引合） ひきあはせ（引合） 28ヒキ薗ワセル（引合） ひきあはせる（引合）
29ヒ祖イ（日合） ひあひ（日llll、 日合） 30ヒ岳ガル（乾上） ひあがる（乾上）
31フシ器ヮセ（不仕合） ふしあはせ（不仕合、不幸） 32プ爵イ（歩合） ぶあひ（歩合）
33ホド器イ（程合） ほどあひ（程合） 34マワリ褐ワセ（廻合） まわりあはせ（回合）
35ミ器イ（見合） みあひ（見合） 36ミ爵ワセル（見合） みあはせる（見合）
37ムキ橙イ（向合） むきあひ（向合） 38ムキ器ゥ（向合） むきあふ（向合）
39メ肘ワセル （洪） めあはせる（要、洪合）
3.「ヤ」を用いた語形の特徴
本節では、 表1の「ヤ」を用いた語形の語について、「ヤ」に前接する音節と「ヤ」に後続
また、「和英語林集成Jは、 辞書自体には採録語についての詳しい記述は見られない。 しか
し、「和英語林集成：初版・再版・三版対照総索引Jに、「「和英語林集成Jは初版·再版・
三版と版を重ねるたびに新語を増補したので 、 今日からみると、 日本の近代化、 日本の文明
開化のありさまを反映した単栢の集成ということができる。 したがって、 日本語史、 英学
史、 辞世史、思想史、 文化史、科学史など｀ さまざまな分野の新語が採録されている。」と指
摘されているように、 明治前期の日常語をはじめ、 さまざまな分野の語彙が採録されている。
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する音節から、「ア」が「ヤ」 になる特徴を分析する。
(1) 「ヤ」に前接するも節
表1の語を「ヤ」に前接する音節について分類すると、 以下のようになる。
・「ヤ」の前がア列 音 (1語） ー 「パヤイ（楊合）」
・「ヤ」の前がイ列音(30語） ー 「アイヤイガサ（相相傘）」「アリヤケ（有明）」「イヤイ（居
合） 」 「イヤイヌキ（居合抜）」「オリヤイ（居合）」「オリヤウ（居合） 」「カミヤウ（噛合） 」
「キキャワセル(Ilfl合）」「キャイ（気合）」「クイヤワセ（食合） 」「クミヤイ（組合）」「ク
ミヤウ（組合）」「シャイ（仕合）」「シャウ（為合）」「シャワセ（仕合）」「チャイ（血合）」
「ハタシャイ（果合）」「ヒキャイ（引合）」「ヒキャウ（引合）」「ヒキャウ（引合） 」 「ヒキ
ャワセ（引合） 」 「ヒキャワセル（引合）」
「
ヒヤイ（日合） 」 「ヒヤガル（乾上）」「フシャワ
セ（不仕合） 」 「マワリャワセ（廻合）」「ミヤイ（見合）」「ミヤワセル（見合）」「ムキャイ
（向合）」「ムキャウ（向合）」
・ 「ヤ」の前がウ列音(Ult) -「プヤイ（歩合）」
・「．ヤ」の前がエ列音 (5語） ー 「ケャイ（蹴合）」「ケヤウ（蹴合）」「テャイ（手合）」「デヤ
ウ（出合）」「メヤワセル（要）」
・ 「ヤ」の前がオ列音 (2語） 一 「イロヤイ（色合）」「＊ ドヤイ（程合） 」
表1の39語は、 9語（ 「ヤ」の前がア列音1語、 ウ列音1語、 エ列音5語、 オ列吾2語）を除く
と、 「ヤ」の前が全部イ列音である。 しかも、表1の詣において、 「ア」が 「ヤ」になる現象は、
語頭には起きず、 9甘中にしか起きない。
(2) 「ヤ」に後続するも節
表1の語で、 「アリヤケ（有明）」 「ヒヤガル（乾上）」の2語を除く37語では、 「ヤ」の後の
音節は 「イ」{19話）、 「ウ」(9語）、 「ワ」(9語）となっている。
また、 「ア」が 「ヤ」になる前の語構成を見ると、 「聞キ」「引キ」「呆タシ」のような連用
名詞、 「気」「血」「日」などの名詞が前部要索となり、 「アウ」 「アイ」
「
アワセ」 「アワセル」
が後部要素となっている匝が多い。 すなわち、 これらの語は殆ど、 ＜辿用名詞 ・ 名詞＋ 「あ
う勺＞という構成になっている。 「アリヤケ（有明）」 「ヒヤガル（乾上）」を除いた初語は
全部「あう」が後親する：舒である。
5 本稿では、連用名馴 「合イ」「合ワ七」、動詞終止形「合ウ」「合ワ七ル」を包括的に示す場合、「あ
う」を使う。
・ 「メ ヤワセル （瑛）」の共通栢形である 「メ アワセル」は、元々 「女 （め）」＋ 「合 （あわ）せる」
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以上の分析をまとめると、表1の39語は、共通諾形の語中の「ア」が「ヤ」になったものであり、
内28語は、「「ヤ」の前がイ列音」で「「あう」が後続する」という特徴を有している。 つまり、
「あう」 がイ列音に後統する複合 語で、 語中の「ア」 が「ヤ」になる現象がよ
・
く見られると
いうことになる。
4.「ヤ」を用いた語形が採録された理由
現今の日本語において、 口語的には「きあい」が「キャイ」 のように発音される頼向が
あることは否めない。 日本語の口語でよく生じる「ア」が「ヤ」になる現象について、 土
井 (1934) は「「合ふ」の語がiの音に続く時に、 ヤ行音に変ずる事は今日普通なのであるが、
室町時代にも行はれたのである。」と述べている。
表lの39語において、28語は土井 (1934) で述べられた、 日本語の口語でよく生じる「ア」
が「ヤ」になる現象の特徴に合っている。すなわち、表lの語の殆どは口器語形であると言える。
ところでこの現象 が、「室町時代にも行はれたのである」なら、 表lの「ア」が「ヤ」 にな
った39語は、 r日台大辞典』編纂時にいきなり使われるようになった語ではない。5冊の先行
辞世が出版された当時においても、 用いられていたのではないかと思われる。 しかし、 5冊
の先行辞書の中で、「ヤ」を用いた語形を採録しているのは「和英語林集成」だけで、 しか
も採録した語は「バヤイ（場合）」1語のみである。 r日台大辞典』と編纂年が一番近く、 語
批の採録範囲も広い 7 「ことぱのいづみ』には、「日台大辞典」に見られる「ヤ」を用いた39
語が、1語も採録されていない。
なぜ「日台大辞典Jと5冊の先行辞宵において、 採録状況に差が生じたのだろうか。「日台
大辞典」に「ヤ」を用いた語形が採録された理由としては、 以下の2点が考えられる。
(1) 見出し語の実用性の重視
林 (2006b) では、 見出し語、 用例、 語釈から、「日台大辞典」と、「日台大辞典」編纂時
に参考にされた5冊の先行辞書とを比較して、「日台大辞典」には、 台湾での実用性に乏しい
語（「あかつらつぐみ（赤頬鵜）」「あかこなすぴ（龍珠）」のような「動植物」、「あげうた（挙歌）」
のような「日本の芸術文化」の語など）は、 あまり採録されておらず、 逆に、 台湾総督府の
治績（「エンカン（堕館）」など）や当時の台湾の状況を反映する語（「アヘンエンド（阿片煙土）」
という甜構成である。また、表1の中には、「イヤイヌキ（居合抜）」「アイヤイガサ（相相傘）」の
ようなく連用名詞・名詞＋「あう」＋連用名詞・名詞＞という話構成の経もあるが、便宜上、こ
れらの語も「あう」が後萩する語と見倣す。
7 注4の「ことばのいづみJの「凡例」を参照。
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など）は、 多数採録されていることから、 語の実用性を狐視するという特徴が見られること
を指摘した。
「日台大辞典」では、表1の語で、「イヤイヌキ（居合抜）」を除く38語には、共通語の「ア」
を用いた語形も挙げられている。 つ まり「日台大辞典Jには、「ヤ」を用いた語形と「ア」
を用いた共通語形の、2通りの表記が存在していることになる。「ア」を用いた共通栢形のほ
かに、 口語でよく起きる「ヤ」を用いた語形も採録されているのは、「日台大辞典」の実用
性誼視の絹慕態度が反映された結果ではないかと思われる。「日台大辞典」は見出し9号の実
用性を皿視していたので、 辞柑の規範性に制限されながらも、先行辞柑とは述って、 表1の
ような口語語形を少なからず採録したのではないだろうか。
(2)愛媛方言との相似性
林(2006a)で述べたように、 本辞書には愛媛方言語形の見出し語と、 愛媛方言の意味が
加えられた見出し語が、 少なからず採録されている。 そこで、 表1の39語についても、愛媛
方哲との関わりを考えてみたい。
杉山(1961)は、 愛媛の方甘には 「ある母音が他の母音に変化する傾向」があるという特色
を挙げ、 その現象の1つとして、 下記のように述ぺている。
ア ・ オの音がイ列音の次に来たときは、 本県内の各地でもしばしばシャイ（試合） ・ ハ
シリャイコ（走りあい） ・ イキヨイ（勢い） ・ ショ（塩） ・ ニョウ（匂う）のようにヤ ・
ヨと変わっている。 (p345)
愛媛方言のこの音韻而の特色は、 上述した「 「合ふ」の語がiの音に続く時に、 ヤ行音に変
ずる」という口語的に起きる特徴と同じ8 と言える。
表1の語は、 93私の例外を除き、杉山(1961)が指摘した、 「ア」の音がイ列音の次に来た
ときは 「ヤ」に変わるという、愛媛方言の特色に合っている。
しかし、杉山 (1961)の説明に合っていない表1の9語も、 愛緩方言と全く無関係の語では
ない。 岡野(1938) は、愛緩方言として 「シャイ」「パヤイ」
「
ヒヤガル」「ミヤイ」「ホ ドヤイ」
を、武智 (1957)は、愛緩方哲として 「キャイ」を挙げている。 また、柳田(1984)では、「デ
ャゥ」
「
ミヤイ」「ハシリヤイコ」などの愛媛方言も挙げられている。 岡野(1938)、柳田(1984)
8 「ア」が 「ヤJになる条件の一 つとして、 杉山(1961)は後部要紫の最初の音節に
「ア」を、土井
(1934)は後部要素に 「あう」という語を挙げている。 後部要素の対象範囲は、杉山(1961) の
方が広く、 土井 (1934)を含む形となっている。
- 78 - (17)
が挙げる 「パャイ」「ホドャイJ「デヤウ」は、 杉山 (1961) の説明に合っていない。 しかし、
実際に表1の 「バヤイ」「ホドヤイ」「デヤウ」という語が愛媛方言として存在する以上、「ア」
の音が「ヤ」に変わる現象は、 イ列音の次に来たとき以外でも、 数は少ないものの起こり得
る、 と考えるぺきであろう。
すなわち、［日台大辞典jには、 見出し語の実用性を重視するという編纂態度があり、 表
1の39語も、 日本梧の口語でよく起きる口語語形として採録されたものと思われる。 そして、
その実用性のある語の選定に当たっては、 縦纂者・小川尚義の使用言栢が反映されている可
能性が店いと考えられる。小川尚義は愛媛県出身の愛媛方言話者である。 そのことが、表1
のような語の採録に、影響を及ぽしているのではないだろうか。 例えば、「日台大辞典』には、
「バヤイ（楊合）」という語が採録されている。共通語の「パアイ（場合）」は、口語的には「パ
ャイJ、「バワイ」と変化する。 しかし、「日台大辞典」には、 「バワイ」 は採録されておらず、
「バヤイ」 が採録されている。 これは、 愛媛方言 に「パヤイ」という語が存在することが関
わっているのではないかと思われる。
5. まとめ
本税では、「日台大辞典」の見出し語で、 編慕時の共通語とは述う栢形のもの について、
音韻面から、 それらの特色と、それらが採録された理由を考察した。 本稿で注目したのは、
共通器形の語中の「ア」が 「ヤ」になっている語である。
『日台大辞典Jで語中の「ア」が「ヤ」になっている語 について、「ヤ」に前接する音節と「ヤ」
に後続する音節に分けて分析し、「あう」がイ列音に後続するという特徴があることを述べた。
この特徴は、 日本語で口語的によく起きる、語中の「ア」が 「ヤ」 になる現象の特徴 に合っ
ていることから、「日台大辞典Jの「ヤ」を用いた語形は、 口語語形であると考えられる。
『B台大辞典』において、「ヤ」を用いた語形を採録した理由には、「見出し語の実用性の
重視」と 「愛媛方言との相似性」を挙げることができる。「見出し語の実用性の狐視」の元で、
「日台大辞典」には、 先行辞密の採録状況とは違う、「ヤ」を用いた口語語形の語の採録も
なされたと考えられる。 また、『日台大辞典Jの「ヤ」を用いた口梧語形の語は、 愛媛方言
の音韻上の特色に合っている。絹纂者・小川尚義は、 実用性のある語の選定に当たって、 自
分がよく使っている愛媛方首と相似性のある口語語形を、 採録してしまったのではないかと
考えられる。
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